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埼玉県の緊急事態宣言が解除され、ボランティア団体の活動再開を考えている方も多いと

思います。人が集まる活動を再開する場合に、参加者に取り入れていただきたいポイントを

まとめてみました。（参考：厚生労働省「新しい生活様式」の実践例）

□始まる前に、手洗い・（あれば）手指消毒
□こまめに換気する

□できるだけ真正面を避けて座る
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（例） 奇数月に参加 偶数月に参加

□（参加者が決まっている場合）

半数ずつ交代で参加する

帰
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□症状が無くてもマスクをつける

（無い場合）咳・くしゃみをするときは
口元をハンカチや服の袖で覆う

□人との間隔を開ける

できれば
2m

□服を着替える□手や顔を洗う
□シャワーを浴びる

□発熱や風邪の症状があるときは休む
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ボランティアコーディネーターから
人が集まる活動では、これらのポイントを参考にしてほしいと思います。まだまだ感染防止に
努める必要があることに留意しながら、一緒に支え合ってこの状況を乗りきりましょう！


